
Modbusとは？

【多様な機器を扱う設備に】
Modbusプロトコル対応機器をV9に直接接続。V9上での相手機器の

モニタ・設定の他、PLCとのデータ共有や上位機器への受け渡しも実現！
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• Modbusとは、Modicon社が開発した通信プロトコルです。
通信仕様が公開されていて無料で利用でき、実装が容易なため、FA業界では、汎用的に採用されています。

V9シリーズ特長（マスタ通信）

通信プロトコル 通信方法 V9対応ファンクションコード *

RTUモード シリアル通信、バイナリコード コイル読込：01H コイル書込：05H、0FH
入力リレー読込：02H
保持レジスタ読込：03H 保持レジスタ書込：06H、10H
入力レジスタ読込：04H

ASCIIモード シリアル通信、ASCIIコード

TCPモード Ethernet（TCP/IP）通信

V9シリーズの接続可能機種* に掲載のないメーカー、型式の機器であっても、Modbusに対応している機器ならば、
接続可能です。 * https://hakko-elec.co.jp/site/support/list68.html で閲覧できます。

A社PLC

海外メーカー製インバータも接続可能！
（シュナイダー、Bosh Rexrothなど）

D社
データロガー

B社インバータ C社サーボ E社I/O F社温調計

• マスタ・スレーブ方式で通信します。
伝送モードは以下の3つがあり、V9シリーズは全てに対応しています。

• V9シリーズは、通信のマスタ/スレーブどちら側でも動作可能です。

V9がスレーブ機器
のデータを読み書き

マスタ マスタ

スレーブ

マスタ スレーブ
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＜接続例＞

マスタコントローラが
V9のデータを
読み書き

マスタのV9が
スレーブのV9と
接続された機器の
データを読み書き

* 上記ファンクションコードに対応している機器と通信できます。
接続相手機器の仕様をご確認ください。

V9接続可能ポート ポート数 接続可能台数

シリアル CN1/MJ1/MJ2 各1ポート 各ポートにつき、最大31台（RS-422/485接続）

Ethernet LAN/LAN2 8ポート（物理ポートは各1ポート） 各ポートにつき、最大64台
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上位コントローラとの接続（スレーブ通信）

V9シリーズは、Modbus通信のスレーブ側になることもできます。
上位の機器がModbusマスタに対応していれば、V9を経由して、V9に接続された機器の情報も読み書き可能です。

V9
（スレーブ）

プレス機A

例えばこんな時に…

例1）工場の既設の設備にライン増設で最新のインバータを追加したい。

集中監視制御盤
富士電機製：FRENIC-Multi

(旧機種)
FRENIC-Multi

(旧機種)
FRENIC-Ace

(新機種)
FRENIC-Multi

(旧機種)

＜増設＞

作画ソフトV-SFTでV9の接続機種を 「FRENIC-Mullti」 → 「MODBUS RTU 拡張フォーマット」 に変更すれば、
混在させて通信可能です。

Modbus拡張フォーマット設定
接続機器ごとにアドレスの範囲や最大通信点数を設定で
きます。各機器に合わせてアドレスの範囲や通信点数を設
定することで、他メーカーの異なる機種であっても混在させ
て通信が可能になります。
V-SFTで個別に正式対応している機器の場合は、各機
器のアドレスリストも参照できます。

例2）集中監視盤のPLCに各ラインのインバータやサーボの状態を取り込みたい。各ラインに指令も出したい。

各設備の状況を上位コントローラで
一元管理することも可能です。

V9
（スレーブ）

プレス機B

V9の転送テーブルを使うと、V9に接続
されているPLCとプログラムレスでデータ
をやりとりすることが可能です。設備が増
設されても簡単に設定を追加・変更でき
ます。

Modbus機器なら、機器選定
の幅が広がります！
接続したい機器がありましたら、
技術相談窓口まで
お問合せください。

集中監視
制御盤
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